
農業研修プログラム始動!!
類学舎

〒633-0241
奈良県宇陀市榛原下井足79-1
近鉄「榛原駅」徒歩１０分

電話番号　0745-85-2010

類農園
奈良農場

寮・集団生活で生きる力を育成

●対　　象：類学舎　初等部5年生以上～高等部生

●日　　程：4泊5日／月　

　　　　　　3月～12月 全10回（初年度のみ4月～12月 全9回）

●費　　用：20,000円／月（税込）　

　　　　　　※宿泊費、食費、往復の交通費および傷害保険料等々を含む

　　　　　　※類学舎月謝は別途要

●定　　員：1チーム5～６名×3チーム　最大20名程度　

　　　　　　※定員超過の場合、現状の仕事遂行力等で選抜

募集概要 農業の現実課題を担い、
生き抜く力を身につける！
農業の現実課題を担い、
生き抜く力を身につける！
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通年プログラム！
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年間スケジュール

研修プログラム概要

春・秋シーズン（日の出・日の入りに合わせ、前後します）農業の現実課題を担い、生き抜く力を身につける！
自然外圧はもちろんのこと、現実の圧力を肌身で感じながら仲間と一緒に課題に立ち向かう農業研修プ

ログラム。年間を通じ、以下のような課題を継続的に担うことで生き抜く力を身につけていきます。

またそれらに取り組みながら寮・集団生活を行うことは、生活習慣を向上させ、ものごとの捉え方、周

りへの感謝の気持ちを育むなど、人間性の育成にも大きな成果をもたらします。

農業機械演習 地域交流研修

時間 月 火 水 木 金 時間

6:00 起床 起床 起床 起床 6:00

準備／朝食／片付け 準備／朝食／片付け 準備／朝食／片付け 準備／朝食／片付け
7:00 ミーティング ミーティング ミーティング ミーティング 7:00

農作業 農作業 農作業 農作業
8:00 8:00

9:00 南方集合・出発 途中適宜休憩 途中適宜休憩 途中適宜休憩 途中適宜休憩 9:00

10:00 10:00

榛原到着
11:00 レクリエーション 11:00

12:00 昼食 昼食 昼食 昼食 昼食 12:00

昼休憩・仮眠 昼休憩・仮眠 昼休憩・仮眠 昼休憩・仮眠 昼休憩・仮眠
13:00 13:00

ミーティング ミーティング ミーティング ミーティング 座学（総括MT）
14:00 農作業 農作業 農作業 農作業 レポート記入 14:00

掃除
15:00 (施設・施設周辺) 15:00

技術ミーティング
16:00 出発準備 16:00

経営ミーティング 榛原出発
17:00 ミーティング ミーティング ミーティング 17:00

座学 座学 座学
18:00 レポート記入 レポート記入 レポート記入 レポート記入 西中島到着・解散 18:00

夕食準備 夕食準備 夕食準備 夕食準備
19:00 夕食／片付け 夕食／片付け 夕食／片付け 夕食／片付け 19:00

自由時間 自由時間 自由時間 自由時間
20:00 （入浴・洗濯等々） （入浴・洗濯等々） （入浴・洗濯等々） （入浴・洗濯等々） 20:00

21:00 就寝 就寝 就寝 就寝 21:00

週間スケジュール

農業研修２

３

座学１

４

 3月 ４月 ５月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
① 座　学
Ⅰ．マナー研修 レクリエーション マナー① マナー② マナー③ マナー④ マナー⑤ マナー⑥ マナー⑦ マナー⑧ まとめ
　　
Ⅱ．農学・技術A 農具・資材 農法・土づくり 作物の育成と環境 肥料と堆肥 種苗 病害虫対策 除草 排水 獣害対策 品質・規格JAS
　　　　　技術B
Ⅲ．経営

Ⅳ．地域・歴史 宇陀の地理 宇陀の歴史① 宇陀の歴史② 宇陀の農業① 宇陀の農業② 暮らし・行事① 暮らし・行事② 農業法人経営事例 独立就農事例 大和野菜とは
 

② 農業研修
Ⅰ．圃場(畑)研修 作付け準備 春作の作付け 春作の収穫 夏作の管理 夏作の管理・収穫 夏作の管理・収穫 秋作の作付け 秋作の収穫 秋作の収穫 秋作の収穫

播種 育苗 夏作の作付け 秋作の作付け 稲刈り 片付け・土づくり 堆肥づくり
田植え

Ⅱ．出荷場研修

③ 農業機械演習
刈払機 田植機 管理機 動力散布機 トラクター コンバイン フォークリフト メンテナンスⅠ メンテナンスⅡ

④ 地域交流研修
農家訪問研修① 農家訪問研修② 地域行事へ参加① 地域行事へ参加② 農家訪問研修③

実物説明 → 点検 → 安全講習 → 乗車(操作) → 片付け→メンテナンスまでの演習

社員の技術ミーティングに参加
社員の経営ミーティングに参加

出荷場での袋詰め・仕分け作業

掃除や家事ってやるのが当たり前だけど、それを
今までは親とか周りに任せっきりだった。農園に
来て、掃除一つとっても普段からさりげなくやっ
てる人って本当にすごいなと感じて感謝の思いが
湧いたし、これから少しでも手伝おうと思った。

社員の経営ミーティン
グに出て、社会の動き
から地域の動き、そし
て会社全体の動きまで
それを当たり前のよう
にみんなが追求してい
た。これをやらないと
、絶対に世の中で勝っ
ていけないのではない
かとヒシヒシと肌で感
じ取った！

出来てないのを出来ると勘違いしてやることこそ
無能ということにすら分かってない自分に気付い
た。
自分が困っている部分をしっかり掴み直してみた
り、掴めなくてもまず頼るのが大事！ それを自
分では全然気付けなかったが、他のみんなが気付
かせてくれて最後までやりきれた！

※22年度のみ4月スタート

「親元を離れ、農業に挑む３カ月半！
　類学舎生Sくんがみせた大変化！」

類グループ　社員blogでも紹介！

土作りから収穫・出荷まで生産課題に取り
組み、現実突破力を育みます。

マナー研修は生活力・人間力を、技術・経
営・地域・歴史では追求力を育みます。

機械の点検・操作を通して、安全意識や危
機察知力を高めます。

地域の人との交流を通して、地域や社会へ
の関心を高めます。

類農園で３カ月間長期研修に参加した生徒の声

中学3年生S君中学3年生S君


